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債務超過解消に向けた取り組みの進捗状況について 

 

 

当社は、2022年４月14日に公表しております「2022年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとお

り、2022年２月期連結会計年度末において 429百万円の債務超過となっており、2022年５月24日に「債務超

過解消に向けた取り組みについて」を開示しております。 

つきましては、2024年２月期第２四半期連結累計期間における債務超過解消に向けた取り組みの進捗状況に

ついて、以下のとおりお知らせいたします。 

 

1．2024年２月期第２四半期決算の状況について 

本日開示しました「2024 年２月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおり、当社は 2024

年２月期第２四半期連結累計期間において、営業総収入 6,395百万円（前年同期比 7.4%減）、営業利益 231百

万円（前年同期実績：営業利益２百万円）、経常利益 194百万円（同：経常利益 10百万円）、親会社株主に帰

属する四半期純利益 306百万円（同：親会社株主に帰属する四半期純利益 21百万円）を計上し、2024年２月

期第２四半期末における純資産の額は318百万円となりました。 

2．取り組み及びスケジュールについて 

（１） 収益改善に向けた取り組みの進捗状況 

 

当社グループは、中期事業計画（2024年２月期～2026年２月期）に基づき、引き続き「ローソン・ポプラ

事業」で着実に収益を獲得しつつ、「スマートストア事業」の再編を行い、次の段階としてお弁当等の外部販

売の拡大や、瞬間凍結可能な冷凍設備を稼働させ、冷凍惣菜等の製造を開始し、工場稼働率の上昇を図るとと

もに、新しい事業としての確立を目指し、安定的な黒字化に向けた収益体制の構築を進めております。 

 

① スマートストア事業 

「ポプラ」「生活彩家」ブランドで施設内に展開する事業の当第２四半期連結累計期間における既存

店売上前年同期比は、人流の回復に伴い109.8％と前年を大きく上回りましたが、コロナウイルス感染症

まん延以前の2019年と比較すると81.6％という状況で、緩やかな回復基調で推移しているものの、まん

延以前の水準まで回復するには未だ時間を要する状況となっております。 

営業部門では、前期に引き続き各メーカー協賛により特定の商品を購入すれば、必ず話題の新商品が

もらえる販売促進策「ONE BUY ONE」企画の実施や、「その場で当たるポイント還元キャンペーン」を実

施することで来店リピート率の向上に努めました。また、地元広島の老舗食品メーカーと連携したおむ

すびの販売や、当社の看板商品であり、今年販売40周年を迎えた炊きたての御飯をお店で盛り付ける「ポ

プ弁」においては、前期よりキャンペーンを開始した「40周年ご愛顧感謝のお弁当」シリーズの販売を

実施いたしました。 

次に、事業所内の一角に１坪から５坪程度の無人ミニコンビニを設置する「スマートセルフ」事業に

ついては、広島市を中心に今期新たに15店舗を出店、期末店舗数は43店舗となりました。 

出店については、有人店舗は９店舗を出店したほか、スマートセルフ店舗15店舗を加えて、合計24店

舗を出店しました。閉店については不採算店舗、コロナ禍での事業撤退店舗など13店舗を閉店した結果、



期末店舗数は273店舗（前年同期末：260店舗）となりました。 

これら活動の結果、スマートストア事業の営業総収入は2,645百万円（前年同期比4.7％増）、営業利

益は11百万円（前年同期実績：営業損失57百万円）となりました。 

 

② ローソン・ポプラ事業 

今期で３年目を迎えたローソン・ポプラ事業は、人流やインバウンド需要の回復に伴い、既存店売上

前年同期比は109.9％と前年を大幅に上回り好調を維持しました。 

営業施策としては、おにぎり300円以上購入で飲料の無料クーポンを配布するキャンペーン他への取り

組みで成果を上げるとともに、新商品や催事商品の販売に重点的に取り組むほか、ローソン・ポプラの

特徴である「ポプ弁」の販売に関しては独自のキャンペーンを行い、ポプ弁40周年「ご愛顧感謝のお弁

当」においては本家チェーンよりも広いエリアで販売することで、セグメント利益とグループ全体の利

益を追求し、グループとしてポプラの認知度向上に貢献しました。また、社員の独立支援や既存オーナ

ーの複数店経営を推進し、管理コスト削減による収益改善を行うとともに、ローソンのメガフランチャ

イザーとしての体制づくりを実現してまいりました。 

新規出店についても積極的に取り組み、世界文化遺産に登録された嚴島神社がある宮島への出店を含

め４店舗を出店いたしました。 

これらの結果、ローソン・ポプラ事業の営業総収入は3,317百万円（前年同期比16.1％減）、営業利益

は363百万円（同：95.6％増）となりました。 

 

③ 製造・卸事業 

製造・卸部門では、「ポプラ」及び「ローソン・ポプラ」両ブランド店舗に向けて「ポプ弁」の販売

強化に努めるとともに、外販事業の拡大を進めました。また、老健施設等向けの調理済み冷凍惣菜の製

造は2023年６月より本稼働を開始しております。 

 

（２） 財務面の対策、資本政策の実行 

当社グループは、前連結会計年度まで債務超過となっており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな事象又は状況が存在していると認識しております。 

このような状況を解消すべく、2023 年 5 月 31日に第三者割当による種類株式の発行による増資を実行し

700,000千円の資金を調達いたしました。また、収益面では前連結会計年度下期からの新型コロナウイルス感

染症に伴う行動制限の緩和や、全国旅行支援の政策による外出・行楽需要等の影響により上昇した既存店売上

高は、当第２四半期連結会計期間においても好調に推移し、前連結会計年度に引き続き営業利益、経常利益を

計上するとともに、当第２四半期連結累計期間は親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した結果、債務超

過を解消するに至っております。そして当連結会計年度末においても同様の進捗が見込まれます。 

これらの状況に加え、資金面に関しては、主要取引銀行と2,000,000千円のコミットメントライン契約を締

結しており、当面の資金を確保していること、また、その他各取引銀行と利用の都度、審査は必要となるもの

の、総額700,000千円の当座貸越契約を締結していることから、重要な資金繰りの懸念はありません。 

 

（３） 債務超過の解消時期 

2024年２月期第２四半期末時点における債務超過は解消しておりますが、2024年２月期末時点においても

債務超過解消の状態を維持できるよう、収益改善に向けた取り組みの継続と財務面の対策により持続的な経営

の安定化を目指してまいります。 

なお、2022 年２月期の債務超過は、新型コロナウイルス感染症の影響に起因するものであるため、上場廃

止基準（債務超過）に係る猶予期間が１年から２年に延長され、2024年２月29日までとなっております。 

以 上 


